
１ 学校名 日立市立十王中学校

２ 研究テーマ
生徒の学びを支援するＪサポーターの在り方

－地域で支える活力ある学校づくりを通して－

３ 研究実践の主な分野

学力向上 心の教育 環境整備 安全指導 その他（具体的に）

◎ △ ○ ○

◎特に重点とする項目，○取り扱う項目，△場合によっては取り扱う項目

４ 活用内容について

活用場面 活用人材 支援内容

・十王鵜鳥舞 ・保護者 ・衣装製作、着付け補助 等
・文化祭 ・地域の方 ・体験教室講師、ステージ発表、職業学習講師 等
・授業支援 ・保護者 ・調理実習支援・評価、技術木工製作支援 等

・県職員等 ・地球環境問題講話、戦時下の生活の講話 等
・授業講師 ・その道の達人 ・力と運動の物理実験の講師、実験支援
・奉仕作業 ・ＰＴＡ、保護者 ・除草作業、枝払い、修理

５ 行政機関の活用について

（１）協力行政機関名 日立市郷土博物館学芸員（1名）
11月30日 社会科の授業

（２）協力行政機関名 茨城県環境アドバイザー（1名）
11月30日 社会科の授業

６ 実践研究内容例

（１）Ｊサポーター組織の構築と恒常的な活用のあり方について

地域で支える活力ある学校づくりを支援する学校支援ボランティア全「 」とは、Jサポーター
体をさし、サッカーのJリーグのような地域密着型の、みんなで学校をサポートすることを通してよ
りよい学校･生徒に高めていこうとする支援者（団体）である。以下の4つのサポーターを総称して
Ｊサポーターと呼ぶことにする。

・ＰＴＡサポーター（従来のＰＴＡ組織）
・保護者サポーター（ ）従来の学年委員会の組織＋サポーターとして登録していただいた方
・地域サポーター （地域サポーターに登録していただいた方）
・教育行政機関等サポーター（県歴史館や百年塾などの教育行政機関など）

》《地域サポーターの組織を構築する
Ａ：十王鵜鳥舞育成会（鵜鳥舞指導・補助、衣装・小道具づくり など）
Ｂ：文化的活動（文化祭体験教室講師・ステージ発表、文化交流、高齢者との交流）
Ｃ：環境サポート（交通安全、巡視、修理・修繕、大掃除協力 など）
Ｄ：学習・部活動サポート（授業サポート、部活動サポート、職業学習に協力 など）

①日立市で行っているひたち生き生き百年塾のように一般から募集し一覧表にする。
地域サポーターパンフレット・登録用紙は十王公民館など公共施設に置いてもらう。
記入した登録用紙は十王中か十王公民館に提出する。これを十王中で集約。
②行事や授業、部活動などの内容を検討し、Ｊサポーターに協力を依頼する。
③行事や授業等に参加してもらう。
④リピーターになってもらえるように工夫する。（礼状や感想文を送る）



『十王鵜鳥舞を創る』【 第２学年：総合的な学習の時間 …実践例①：十王鵜鳥舞】
①生徒全員が「協働」の意識をもち、創作活動を行うための組織的な活動を展開

・各係のリーダーを中心とした一人一役による活動の実践
・荒馬座との意見交換会の実施

②地域人材（Ｊサポーター）の積極的な活用
・Ｊサポーターによる衣装の製作（保護者４５名、地域３名）
生徒が考案し、荒馬座が修正した衣装の製作を担当。

・常磐炭坑節の替え歌の創作（十王民謡会の方の協力）
十王民謡会の方の協力で、歌い方の強弱や語尾の
節回しについて指導してもらった。

・鵜捕獲伝承者、沼田弘幸氏の講演会の開催。
③地域への積極的な発信を通して地域に貢献する

・保護者に対して・・・学年たより、学校たよりのなかで取り組みの状況や活動予定を紹介。
・地域に対して・・・日立シビックセンターによる広報活動（新聞、雑誌、ＴＶ等）
・地域の行事に参加する際には必ず、「十王鵜鳥舞」の誕生の経緯や踊りの内容を代表
生徒が紹介した。（町民運動会・日立市産業祭・元気アップフェスタ・日立秋祭り）

（２）年間指導計画の中への地域人材活用の位置づけについて
①各教科、領域の年間指導計画をもとに、Jサポーター年間活動計画を作成する。
Ｊサポーター年間活動計画をもとに、保護者サポーター協力依頼及びアンケートを作成。②
Ｊサポーターコーディネーター全体会を開き、年間の計画を説明。
アンケートの配布、集約後 Ｊサポーター（保護者サポーター）一覧を作成。

③Ｊサポーターを活用した授業を行う。
Ｊサポーター年間活動計画をもとにＪサポーター登録一覧表から人材を選出する。
担当者が直接連絡を取り合うか、Ｊサポーターコーディネーターが連絡をとる。
《授業実施に向けたマニゥアルに沿って準備を進める》

Ｊサポーター年間活動計画の見直し・修正。各研究部反省、今後の課題を話し合う。④年度末：

保護者サポーター8名、教員6名参加）【 水戸市立緑岡中を視察（研究先進校視察】
研究を推進していくにあたり、「スクールサポーターの授業の具体例がないと取り掛かりに

くい」「保護者が授業に入って子どもたちに教えるのは難しいのではないか」などの意見が出
された。そこで、スクールボランティアを活用して学習指導に取り組んでいる先進校を視察し
て、その実践を参考に、本校の取り組みに生かしていこうと考えた。
先進校からの資料収集：木更津市教育委員会から資料提供】【
木更津市では、平成１０年度より学校支援ボランティア活動推進事業を行ってきた。
この先進的な取り組みを参考にしたいとお願いし、資料を送っていただき、研修した。

（３）Jサポーターを積極的に活用して、基礎的な学力を高め、自ら学ぶ力の向上を図るこ
とについて

【 力と運動の物理実験の達人の授業実践例②：「その道の達人」派遣事業への参加】
講師：科学教育実験プロデューサー 力と運動の実験の達人

長崎総合科学大学非常勤講師，中国・東北師範大学・軟件学院・客座教授
普段できない実験が多く、生徒からは「不思議」「すごい」「なぜ」
といった言葉がたくさん出た。とても興味を持って説明を聞き、その後の
実験に夢中になって取り組んだ。理科に興味がなかった生徒や嫌いだっ
た生徒も目の前で起こっている不思議な現象に興味、関心を強くもち、
「楽しかった」「理科が好きになった」などの感想を書いた生徒が多かっ
た。
理科実験への関心の高揚と、科学的思考力の育成にとても効果が
あった。

【 ３年社会科「国際問題と地球市民」実践例③：県環境アドバイザーの活用】
「国際問題と地球市民」の単元の生徒の調べ学習の発表に対して、地球環境破壊の原因、
環境保全への取り組みなどについて専門的立場からの意見・アドバイスがいただきたく、協
力を依頼した。
電話で授業内容を伝え、メールで指導案を送付。授業当日に細

かな点を打ち合わせをして授業に臨んだ。
探究心を持って調べ学習に取り組めるようにするために、テーマ

を自分で選び、同じテーマを調べる生徒同士でグループを組ませ
た。調べる際にはパンフレット、図書、インターネットサイトなど
を紹介した。グループでの調べ学習や発表を通して、表現力の育成
に努めた。




